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六ケ所村村⻑ ⼾⽥ 衛 様 

               三陸の海を放射能から守る岩⼿の会 ⼀同 

 

 六ケ所再処理⼯場貯蔵の⾼レベル廃液の早期安定化（ガラス固化）を求めてください（要望） 

前略 私たち市⺠団体は⽇本原燃㈱六ケ所再処理⼯場の重⼤事故を⾮常に⼼配しております。 

7 ⽉ 19 ⽇東北・北海道の 9 市⺠団体で⽇本原燃を訪問し、具体的な質問・要請をしました。  

この回答を踏まえ以下要望いたします。 

 

【要望事項】 再処理⼯場貯蔵の⾼レベル廃液の早期安定化（ガラス固化）を求めてください。 

【理由】 六ケ所再処理⼯場の新規制適合性審査会の資料＊１によると⾼レベル廃液の冷却が⽌

まると約15時間で沸騰がはじまるとあります。このことは⼤地震や落雷などによる電源喪失や

冷却系パイプ破損等に15時間以内の対応を誤ると廃液の沸騰，蒸発乾固が起こることになりま

す。私達は今回蒸発乾固後析出する硝酸塩や混⼊有機溶媒固体はどうなるのか，爆発しないの

か何度も質問しましたが，沸騰させないように管理するとの⼀点張りで回答を得られませんで

した＊2。⾼レベル廃液の沸騰蒸発乾固後、析出硝酸塩の爆発もしくは析出物内放射性核種の⾃

⼰崩壊熱による溶融，気化が起こり放射能の全てが環境に放出されるものと推測されます＊３。 

これにより北半球が広く汚染されるという、恐るべき事態を招きます。 

 隣の某国では核ミサイル攻撃を公⾔した時期がありました。再処理⼯場はプルトニウム製造

の軍需⼯場として真っ先に攻撃の対象になります。その場合はなすすべもなく⾼レベル廃液全

量の環境放出がおこります。以上の世界情勢をも踏まえるときこの超危険な⾼レベル廃液の安

定化（ガラス固化）を早期に⾏い潜在的リスクを低減させることが求められます。（東海再処

理⼯場では⾼レベル廃液の危険性を認め，2016年1⽉からガラス固化を再開しております。） 

 貴村におかれましては、村⺠・県⺠・国⺠のため⽇本原燃が重⼤事故を起こさぬよう、厳正確

実迅速に対応するようご指導、監視をお願いします。 

 

＊１：第 124 回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査会合 資料５（１） 

＊２：http://sanriku.my.coocan.jp/180719digest.pdf  説明会まとめ 質問Ⅲの（３） 

＊３：http://sanriku.my.coocan.jp/770115.pdf  毎⽇新聞記事旧⻄独政府研究報告 
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